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ネルギー関連税は 0.9％程度の CO2 排出抑制効果を持っており、これらの税を炭素従量税に切り替えることでさらに
0.2％の CO2 抑制効果があるとの結果を得ている。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文の主要な貢献は以下の３点にあると認められる。第１には、政策効果を事前に測定し、現実の政策立案に役
立てるとの実践的な立場からの研究を行っている点である。第２に、それぞれ個別に議論されることの多い社会保障
および財政をリンクさせ、さらには経済的効果も含むモデル設定により、総合的な効果の把握に努めていることであ
る。第３に、従来のモデルでは十分に考慮されていなかった現実の年金制度や所得税制度を詳細に反映させた動学的
な応用一般均衡モデルを構築し、移行過程の分析に焦点を当て分析を行った結果、興味深い結果を得ていることであ
る。得られた結果は全体として、これまでになされた分析に新たな知見を付け加えており、現実の政策形成上の貢献
も大きい。以上のことから、本論文は博士（経済学）の学位に十分に値するものと判断する。 
